
 

 

 

 

 

1 日（水） 年始休業（学校閉庁日） 元日 

2 日（木） 年始休業（学校閉庁日） 

3 日（金） 年始休業（学校閉庁日） 

4 日（土）  

5 日（日）  

6 日（月）  

7 日（火）  

 8 日（水）  

9 日（木） 上居辺地区新年交礼会 

１０日（金）  

１１日（土） 町民スケート大会 

１２日（日）  

１３日（月） 成人の日 

１４日（火）  

１５日（水）  

１６日（木）  

１７日（金） 始業式・職員会議 

１８日（土）  

１９日（日）  

２０日（月） 冬休み作品展・スケート① 

       ２計測（低学年）・町校長教頭会議 

２１日（火） スケート②・２計測（中学年） 

２２日（水） 学力検査①・２計測（高学年） 

２３日（木） 学力検査② 

２４日（金） 学力検査③・児童会・ノー残業デー 

２５日（土）  

２６日（日）  

２７日（月） 小中連携授業 

２８日（火） スケート③ 

２９日（水） スケート④ 

３０日（木）  

３１日（金） スケート⑤（記録会） 

ノー残業デー 

 

 スケート学習は町民リンクで行います。 

 １０：１５～１１：４５です。 

 記録会は３１日（金）同時刻に実施する 

 予定です。 

 

 

 

 

 

 

                            
 
 
今年も残すところあと６日となりました。昨年の新型コロナウィルス感染症の５類移行後、制限や

自粛が少しずつ緩和され、今年度はすべての学校行事において制限のないコロナ前と同様な形で実施

することができました。地域や保護者の皆様に本校の教育活動にご理解いただき、学校行事への参加

とご協力を賜りますことに心より感謝申し上げます。 

教育界では、「令和の日本型学校教育」「個別最適な学びや協働的な学び」「ＩＣＴの有効的な活用」

「校務ＤＸ」など、様々な取組や課題が山積し、大きな変革に迫られています。学校行事等の教育活

動もすべてをコロナ前に戻すのではなく、戻すものと戻さないものに取捨選択が迫られています。 

そんな中、「教職員の働き方改革」においても教育活動の充実と密接な関わりがあります。在校等

時間が過労死レベルの月８０時間超で教員はブラック企業と言われ、教職採用試験の受検者数の減少

が社会問題になっている昨今、早急な対応に迫られています。しかし、子どもたちを蔑ろにした教育

活動はあり得ません。特に学校行事においては満足感や達成感を得られる活動とすることが重要だと

考えます。単純に学校行事を無くしたり、時数を減らしたりするだけではなく、改革を進めつつ、子

どもたちの活動が充実するようにしなければなりません。そのためには、教員の本来の仕事とそうで

ないものとに仕分けを行い、様々な工夫や改善により働き方を見直していく必要があります。そのひ

とつの例が専科教諭の配置や教科担任制の導入、CSコーディネーターの導入・活用などとなります。

これらの取組により得られた時間の中で、自らの授業を磨くとともに日々の生活の質や教職人生を豊

かにすることで、 自らの人間性や創造性を高め、子供たちに対して効果的な教育活動を行うことが

できるようにすることが本来の働き方改革の目的です。 

本校では今年も「８つのチャレンジ」を合い言葉に取組を進めてきました。教育活動が少しずつ形

を変えようとも「上居辺小でよかった」と思える「夢や目標」を大切にしたウェルビーイングな学校

を目指していきたいと思いますので、今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。 

令和７年（２０２５年）も、これまでの教育活動を継承・充実させながら、子どもたちにとって豊

かな学校生活となるよう努める所存です。来年も本校の教育活動にご理解、ご協力を賜りますようよ

ろしくお願いいたします。皆様、良いお年をお迎えください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネ学習 
１２月６日（金）に高学年が、中士幌小学校

の児童と合同で、環境（省エネ）についての学
習を行いました。町の地域戦略課からご紹介を
いただきました、札幌のベストライフ・コミュ
ニケーション協会の佐藤千佳子様を講師にお
迎えし、省エネの目的や、私たちができること
についてご講話をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鎌ケ谷交流について 
 令和６年度の鎌ケ谷交流実行委員会の活動
が終了し、次年度の活動について先日、４・５
年生の保護者の方が集まり話し合いを持ちま
した。 
 次年度は、上居辺小学校が鎌ケ谷市を訪問す
る予定です。詳細につきましては、今後実行委
員会を発足し、決定をしていく予定です。 
 

学校閉庁日について 
 １２月２９日（日）から１月３日（金）まで
の６日間は学校閉庁日となります。 
 この期間、学校への職員の出勤はございませ
ん。緊急の際には、士幌町教育委員会（電話５
－４７３２）までご連絡をお願いいたします。 
 

北海道教育委員会広報誌 
 今回からQRコードによる配信となっており
ます。お子様が学校に通われていない方もぜひ
お読みになってみてください。 
 
 
 
 
 
 

 

校

校長 菊 地 直 樹 

上居辺小学校だより   

                          第３４０号 

令和６年１２月２５日 

                                                  士幌町立上居辺小学校 

ＴＥＬ ５－３３３４ 

「最近の出来事 Kamioribe School Diary」 

 

 

 

               毎週更新中！ 

 

    
    

  
      

    
           

     

     

    
  

    
     

    

    
          

   
     

      

       

     

      

     

子どもたちが頑張っている様子が見られた時には、
ぜひご家庭でも応援をお願いします。 

【お願い】上居辺小学校保護者アンケート 

保護者の皆様には、学校評価アンケートの回答をお願いしております。皆様のご意見を上居辺小の
教育活動に生かしてきたいと考えております。ぜひ、ご協力をお願いいたします。（Web 上での回答
をお願いしております。ご不明な点や不具合がありましたら、学校までお問い合わせください。） 



12月の行事を写真と共に紹介します 
PTA研修会・参観日 

１２月３日（火）PTA研修会と参観日が行われました。４時間目の授業参観の後、体育館で給食を食べ、

午後から親子合同で行いました。研修会では、講師に音楽家の長尾崇人様、和光憂人様をお招きし、ピアノ

とバイオリンの演奏を聴きました。生演奏の迫力に、児童も保護者も楽しいひとときを過ごすことができまし

た。 

 

 

非行防止教室（高学年） 

 １２月１２日（木）高学年児童を対象に、非行防止教室（SNS の利用について）が行われました。士幌駐在

署の鈴木様を講師にお迎えし、SNSによるﾄﾗﾌﾞﾙの事例やﾄﾗﾌﾞﾙが起きてしまった際の対処方法等について

学習をしました。児童からは「便利だけれどもﾄﾗﾌﾞﾙが起きやすいと思った。」「顔を合わせられるときは実際

にあって伝えた方が良い。」などの感想が出されました。 

 

 

 

サロンクリスマス会に参加しました 

１２月１９日（木）に上居辺いきいきサロンのクリスマス会に参加しました。自己紹介・ジングルベルの合唱 

のあと、手作りカードをお渡ししました。ちょうど ALT の来校日でしたので、ALT の先生も参加しました。短

い時間でしたが、サロンの方と交流を深めることができました。 

 

北方領土学習校内発表会 

 １２月２０日（金）に高学年の北方領土学習の発表会が行われました。今年度、北海道ふるさと教育・環境

教育等推進事業の実践校として北方領土をテーマに学習をしており、その成果を発表するものです。同じ北

方領土をテーマにしている広尾中学校の先生も発表を見に来校されました。広尾の先生からは、「テーマを

しぼり ICT 機器を活用しながら、ふるさとのことを丁寧に学習されていますね。」という講評をいただきまし

た。３学期には本校の実践を十勝管内の学校に紹介をする予定です。 

  

 

児童会でも様々な活動が行われています。 

文化部・保体部・三役が様々な企画を行い活動しています。  

     

クリスマスプレゼントです。 


